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加速化プランでの治療・研究の柱は
難治性がん等
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5年相対生存率５０％以下が
難治性がんというのが国際的な考え方
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最新がん統計
更新日：2016年08月02日
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最新がん統計
更新日：2016年08月02日
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30年経っても生存率が向上していない
難治性がんの克服

出典：大阪府がん登録データ
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大衆癌であっても病態や病理組織型では難治性があり、
その克服こそが癌研究の使命と信じています

予後が良いと言われている乳がんの中にも、難治・予後不良がん（早期発見困難、治療抵抗
性が高い、転移しやすい、変異しやすい、希少）はあり、難治性がんの克服こそが、がん研
究のゴールである。
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1 Kaplan-Meier distant relapse-free survival analysis in the MDACC-based 
(GSE25066 [19]) dataset based on the pathological treatment response. 
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 就労継続に影響を及ぼした背景要因の第１位は「体力低下」、第２位は「価値観の変化」、第３
位は「薬物療法に伴う副作用」、第４位は「迷惑をかけると思った」第５位は「通院時間の確保
が困難」となっている。

 医学的な背景を基礎にした、精神的なサポート、社会的な支援が就労継続には不可欠である。

Q9．がんによ
って就労継続
に影響を及ぼ
したと思われ
る事項を、上
位５つお答え
ください。
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0点 100点 200点 300点 400点 500点

体力が低下したため

手術に伴う後遺症（浮腫や発声、排尿障害など）

薬物治療に伴う副作用（脱毛や発疹、関節痛、倦怠感…

慢性的な痛み

主治医から休むように指示された

その他医学的要因

通院時間の確保が困難

職場の無理解

契約が切れた、契約の延長が無かった

体力に応じた働き方の選択が困難

会社からの指示

定年退職時期と重なったため

価値観が変化した

働くことがストレスに感じた

職場で居づらさを感じた

職場に迷惑をかけると思った

がん患者と職場に知られるのが嫌だった

家族の反対

その他
（N=300）

就労継続には支持療法の徹底が大変重要である

■出典１：「がん罹患と就労調査（当事者編）2016」
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離職理由中心は、
体力低下や薬物の
副作用、術後の後
遺症

支持療法の徹底と
技術開発を患者は
望んでいます
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